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1徹さんの祖父がこの地で酪農をはじめた。夫婦で

協力しながら、24時間、牛たちを見守っている。2．酪

農とは無縁で育ったという雅世さん。今は牛たちが

とてもかわいいと話す。3産まれたばかりの仔牛。母

牛の乳をたっぷり飲ませることで、成長後の抵抗力

がグンとあがるのだそう。

探究心と愛情が育んだ

“きれいな味 ’

'の牛乳

じ
と
っ
た
の
だ
。

な
く
、

身
体
が
、
こ
の
牛
乳
の
丘
特
別
さ
こ
を
感

み
、

自
然
に
満
足
感
が
湧
き
上
が
る
。

頭
で
は

に
、

や
さ
し
い

甘
さ
が
す
っ
と

身
体
に
し
み
こ

口
。

喉
が

渇
き
き
っ
た
と
き
に
飲
む

水
の
よ
う

か
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
、
さ
ら
り
と
し
た

飲
み

頃
口
に
し
て
い
る
、

牛
乳
と
は
全
く
違
う
。

爽
や

き
、

説
明
の
言
葉
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。

日

クロ ー バ ー 牧場
まつもととおる まさよ

松本徹さん ． 雅世さん ， 

理

解
は
で
き
る
。

し
か
し
初
め
て
飲
ん
だ
と

は
乳
等
省
令（
※）
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す。

れ
た
牛
の
生
乳
で、
乳
脂
肪
分
3.
3
％
以
上
な
ど、
成
分

る
「
特
別
牛
乳」。
徹
底
し
た
衛
生
管
理
の
も
と
で
飼
育
さ

国
内
四
カ
所
の
牧
場
で
の
み
製
造
を
許
可
さ
れ
て
い

驚
き
の
味
わ
い
ょ
京
都
の
特
別
牛
乳
ク

※乳及び乳製品の成分規格等に関する省令



4．ミルカ ー と呼ばれる搾乳機で乳を絞り、パイプ

で直接、隣接する加工塀に送る。63~65度で30分

間、低温殺菌してからボトルに詰められ、開封ま

で一度も空気に触れることはない。5約50頭の牛

が飼育されている。牛の前のハ ーフパイプにマイ

ナスイオンを添加した水を流し、いつでも新鮮な

水を飲めるようにしており、寝床の下には炭を敷

いて調湿、脱臭。牛が快適に過ごせるよう、細かな

ところまで配盛している。6．牛が反鉤しながら気持

ち良さそうに寝ているのを見ると幸せな気持ちに

なると話す徹さん。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
す 。

＊
ク
ロ
ー

バ
ー

牧
場
の
特
別
牛
乳
は
木
津
川
市

を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
ほ
し
い 。

牛
の
命
の
証
で
も
あ
る
牛
乳 。
そ
の

丘
特
別
さ
ク

う
す
る
こ
と
で 、
牛
乳
本
来
の
；

き
れ
い
な
味
5

が
で

牛
を
よ
く
見
て 、
大
切
に
育
み 、
健
康
を
保
つ 。
そ

子
が
わ
か
り
ま
す 。
少
し
覇
気
が
な
い
な 、
と
か 。

う
か
を
測
る
数
値
だ 。
高
け
れ
ば
乳
房
炎
を
発
症

3.
5
回
出
産
し 、
12
回
出
産
し
た
牛
も
い
ま
す 。

「
朝 、
牛
舎
に
入
っ
た
瞬
間 、
牛
た
ち
の
そ
の
日
の
調

業
病
と
も
い
え
る
乳
房
炎
を
発
症
し
て
い
る
か
ど

る
と
弱
っ
て
し
ま
い
ま
す 。
う
ち
の
牛
た
ち
は
平
均

続
け
て
徹
さ
ん
も
言
う 。

と
い
う
も
の
が
あ
る 。
簡
単
に
言
え
ば 、
乳
牛
の
職

「
日
本
の
乳
牛
は 、
平
均
2.
2
ー

3
回
お
産
を
す

に
育
て
る 。
私
た
ち
の
酪
農
は
そ
れ
に
つ
き
ま
す」

乳
牛
の
健
康
度
を
測
る
指
標
に
；

体
細
胞
数ク

徹
さ
ん
は
話
す 。

昧
は 、
牛
の
健
康
状
態
で
決
ま
り
ま
す 。
牛
を
健
康

「
肋
骨
が
張
っ
た 、
し
っ
か
り
食
べ
ら
れ
る
身
体 。
こ

れ
が一
番
大
切
で
す 。
食
べ
ら
れ
る
牛
が 、
強
く
て
健

康
な
牛
で
す」

き
る
の
で
す」

牛
は 、
こ
の
数
値
が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
低
い 。

「
健
康
な
牛
の
便
は
あ
ま
り
匂
い
ま
せ
ん 。
牛
乳
の

康
で
あ
る
と
さ
れ
る 。
そ
し
て
ク
ロ
ー

バ
ー

牧
場
の

妻
の
雅
世
さ
ん
は
話
す 。

牧
場
主
の
松
本
徹
さ
ん
と
と
も
に 、
牛
を
育
て
る

自
家
育
成
と
い
う
方
法
で
乳
牛
を
飼
育
し
て
い
る 。

な
け
れ
ば 、
牛
が
い
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
だ 。

生
ま
れ
た
仔
牛
を
成
牛
に
な
る
ま
で
育
て
上
げ
る

る
こ
と
も
な
く 、
「
モ
オ
ー
ン」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

自
身
で
種
雄
牛
（
種
牛）

を
選
ん
で
種
付
け
し 、

舎
が
建
つ 。
牛
舎
の
間
近
に
行
く
ま
で
匂
い
を
感
じ

雌
牛
で 、

妊
娠 、

出
産
が
不
可
欠 。

徹
さ
ん
は 、

の
そ
ば 、
木
々
が
繁
る
奥
ま
っ
た
場
所
に
売
店
と
牛

じ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
だ 。

乳
を
出
す
の
は
も
ち
ろ
ん

す
る
が 、
ク
ロ
ー

バ
ー

牧
場
は
違
う 。
田
畑
や
民
家

本
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
乳
用
牛
と
同

牧
場
と
聞
く
と 、
開
け
た
牧
草
地
を
イ
メ
ー

ジ

ク
ロ
ー

バ
ー

牧
場
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
の
は 、

日

味
を
決
め
る
の
は
牛
の

ょ
健
康
ク

命
が
生
み
出
す

：
き
れ
い
な
味
ク

と 、
お
い
し
い
昧
の
牛
乳
は
で
き
ま
せ
ん」

の
あ
る
日 、
木
津
川
市
加
茂
町
の
ク
ロ
ー

バ
ー

牧

丁
寧
に
大
切
に
牛
を
育
て
る 。
健
康
な
牛
で
な
い

ど
う
し
た
ら 、
こ
ん
な
牛
乳
が
で
き
る
の
か 。
夏

場
を
訪
ね
た 。

一
頭一
頭
の
牛
に
あ
わ
せ
て
エ
サ
や
寝
床
を
調
整
し 、

し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
な
り 、
低
い
方
が
よ
り
健

エサは牧草と、穀類主体の配合飼料、ビー トの3種類とシンプル。出産し、乳量

が増えると、通常の給餌呈では栄差が不足するので、牛それぞれのライフステ
ー ジに合わせて、必要な呈の餌と配合のバランスを考える。

クロ ーバー牧湯の木津川市ふるさと納税の返礼品 提供：クロ ーバー牧場 木津川市加茂町観音寺今辻38 ff 0774-76-7711 

京都の特別牛乳セット
特別牛乳900mlX 2本
特別牛乳ヨ ーグルト300 g X 2個

「特別牛乳」の製造許可を受けている牧場
で、自然の味を損ねない方法で加工した
牛乳とヨ ーグルトのセットです。

※写真撮影時以外はマスクを着用しています。

こだわリ贅沢アイス6個セット
130mlX6個

匹誓8了：｀
木津川市ふるさと納税

WEBサイトはこちら



木津川市をもっと知ってみiせんか

木津川市 1a ピこに布るつ

近畿のほぼ中央に位置し、京都·大阪の中心部から約30キロ

メ ートル圏内にある木津川市。京都府内では京都市に次ぐ数

の国指定有形文化財を有し、豊かな自然·里山が広がってい

ます。また、先人から受け継がれてきた歴史遺産とのどかな

景観が楽しめる一方、近年では国家プロジェクトである「関

西文化学術研究都市」の一翼を担う都市としての建設が進め

られています。

木津川市を訪ねてみ士せんか

木浬川市 nm ァロ℃ス

首都圏からは京都駅まで新幹線、京都駅から」R在来線、近鉄

電車に乗り継いで計約4時間、中部地方、中国地方からは同

じく計約2時間でお越しいただけます。大阪市内中心部はじ

め、近畿圏内の市町村からは、電車、自動車ともに約1時間

から1時間半でアクセス可能。関西空港からは約2時間です。

魅力あふれる木津川市へ、ぜひお越しください。

太秦天押川

至名古屋

中国自動車道
京滋バイバス

大阪国際空港
（伊丹空港）

阪
神
高
速
池
田
線

至新神戸
」R山陽新幹線

ん

'
-

至神戸
至三宮

近鉄けいはんな線
学研奈良
登美ヶ丘

近鉄奈良線

- - -」R線
ーー一新幹線

私

鉄

一高速・有料

道

路
ー主要

道

路
関西国

四

J
R
万
葉
ま
ほ
ろ
ば
線

天
＂
至

ら

ら

ら

ら

芦
蓉

_

_

_

_
 

旦

鉄

道

利
用

JR関西本線（大和毘縁）
↓ 

JR関西本縁〇湘路縁）
↓ 

第白伽細 新名神円曲抽京奈和自動車道

�I翌嘉内から 厄璽コ ↓ 1国 ↓ 国置冒 ↓ 口置囮
自 紐面速／第二阪奈

層 l福髭炉＇ら 覧＝

用 1 憲良市内から約10分

※上記の路線図の一部路線、駅やインターチェンジは省略しています。
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5．工房名は、奈緒さんのNaoに由来している。最

近は成人した娘さんが、イラストなどを描いて制

作に関わることもある。6·7革小物は最初は固い

が、長く使ううちにやわらかくなリ、日焼けして跛

ができる。 「使い込むほど味が出るのがいいんで

す よね。大切にしまっておくのではなくて、ガンガ

ン使ってほしい」と喜裕さん。最近は、お客さんの

子ども世代からも、注文が入るようになった。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
す 。

*
c
o

y
o
t
E

n
o
a
の
雑
貨
は
木
津
川
市

ふ
た
り
の
生
き
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る 。

り 。
「
好
き」
が
ベ
ー

ス
の
雑
貨
や
家
具
に
は 、

自
然
体
で
広
が
っ
た
中
野
さ
ん
夫
婦
の
も
の
作

で
す」

使
い
や
す
い
よ
う
に
サ
イ
ズ
調
整
し
な
が
ら
何

作
へ
の
向
き
合
い
方
が
変
化
し
て
い
っ
た 。

現
在

な
が
ら
作
る
こ
と
で
出
せ
る
味
も
あ
る
と
思
う
ん

た
か
ら」

輝
か
せ
て
喜
ん
で
く
れ
る
姿
を
見
る
う
ち
に 、

制

憧
れ
る
気
持
ち
は
す
ご
く
あ
り
ま
す
が 、

楽
し
み

て
作
り
ま
し
た 。
色
や
素
材
も 、

私
が
好
き
だ
っ

な
り 、
ク
ラ
フ
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
お
客
さ
ん
が
目
を

は
ち
ょ
っ
と
違
う
な 、
と 。

職
人
さ
ん
の
仕
事
に

「
私
自
身
が 、
こ
ん
な
カ
バ
ン
が
ほ
し
い
な
と
思
っ

友
人
か
ら
も
家
具
の
制
作
を
頼
ま
れ
る
よ
う
に

「
で
も
僕
た
ち
の
場
合 、

義
務
の
よ
う
に
作
る
の

奈
緒
さ
ん
は
こ
う
話
す 。

房
に
専
念
し
よ
う
と
考
え
た
時
期
も
あ
っ
た 。

ち
手
が
ひ
と
つ
の
し
か
く
い
カ
バ
ンク
に
つ
い
て 、

自
分
ス
タ
イ
ル
で
制
作
に
向
き

合
う

や
小
物
を
作
っ
て
い
る
が 、

過
去
に
は
夫
婦
で
エ

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
人
気
の

：
も

を
つ
け
て
仕
上
げ
る
の
だ
と
言
う 。

自
分
が
好
き
な
モ
ノ
を
作
る

し
合
い
な
が
ら
色
を
決
め 、

少
し
ず
つ
ダ
メ
ー

ジ

で
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る 。

杉
で 、
塗
料
も
市
販
さ
れ
て
い
る一
般
的
な
ペ
ン
キ 。

具
は 、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
ス
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス

材
料
は
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー

で
買
え
る
パ
イ
ン
や

ト
も
漂
う 。

中
野
さ
ん
夫
婦
が
作
る
雑
貨
や
家

大
ま
か
な
形
が
で
き
あ
が
る
と 、

奈
緒
さ
ん
と
話

加
工
の
作
業
が
お
も
し
ろ
い
ん
で
す」

い 。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
だ
け
ど 、
シ
ャ
ー

プ
な
テ
イ
ス

新
し
い
材
を
ど
う
や
っ
て
古
く
見
せ
る
か 。
そ
の

た
三
角
形
に
な
る 。

懐
か
し
い
プ
ラ
ス
か
っ
こ
い

分
で
作
る
家
具
に
古
材
は一
切
使
っ
て
い
ま
せ
ん 。

グ
は 、

持
ち
手
を
肩
に
か
け
る
と
ふ
わ
り
と
し

「
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
が
大
好
き
な
ん
で
す 。
で
も 、

自

布 。
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
色
味
の
コ
ッ
ト
ン
の
バ
ッ

り
し
て 、

使
い
込
ん
だ
風
合
い
に
し
て
い
る 。

だ
が 、

丸
み
の
あ
る
フ
ォ
ル
ム
が
愛
ら
し
い
革
財

感
を
く
わ
え 、
色
を
む
ら
に
塗
っ
た
り
落
と
し
た

す
ん
だ
カ
ラ
ー

の
椅
子 。
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

の
収
納
ボ
ッ
ク
ス
や
椅
子
は 、

適
度
な
ダ
メ
ー

ジ

具
は
多
彩 。
い
い
雰
囲
気
に
色
落
ち
し
た 、

V

に
な
っ
て
い
っ
た 。
一
方 、

喜
裕
さ
ん
が
作
る
木
製

工
房
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
て
い
る
雑
貨
や
家

度
か
作
る
う
ち
に
型
紙
が
で
き
て 、

定
番
の
作
品

も
喜
裕
さ
ん
は
会
社
員
と
二
足
の
わ
ら
じ
で
家
具

和気あいあいとした雰囲気のおふたり。結婚する以前から、喜裕さんから奈緒

さんへのプレゼントは、手作り品だったそう。奈緒さん は学生時代に服飾を専

攻し、ウェディングドレスも自分で作った。

coyotE noaの木津川市ふるさと納税の返礼品
提 供：coyotE noa 木津川市加茂町辻下垣内16

当尾の郷会館（週未のみ作業場として利用・不定休）
問合せ：lnstagram (coyotenoa)からDMまたはEメールcoyotenoa@yahoo.co.」p

くったリお財布
使えば使うほどくったリと可愛くなります。

自分だけのオリジナルな風合いに仕上が

る、その経過も楽しめます。

※写真撮影時以外はマスクを着用しています。

もち手がひとつのしかくいカバン
マチがなくコンパクトになるので、衣類や雑貨

用のエコバッグとしてもお使いいただけます。

木津川市ふるさと納税
WEBサイトはこちら 闘



鹿ジンギス

寄附額 10,000円

木津川市で獲れた鹿肉です。捕獲から処理施設への

搬入を迅速に行える様に狩場である森の下に食肉処

理施設を造りました。 「森の下でproject」の新鮮で安

心安全なジビエを是非こ賞味ください。

〈京都産〉旬の野菜と赤米のセット

木津川市で、栽培期間中、肥料と農薬を使わずに

育てた野菜と赤米のセットをお届けします。

お肌にやさしい

手作り石けん3個セット

天然の植物の香りで優雅なバスタイムを。シンプル

だから、洗顔・浴用、そして洗髪にも。しっとり洗い上

がるので、乾燥気味の肌の方におすすめです。

山城筍セット

木津川市で竹と筍を活用して町おこしをしている

NPO法人加茂女の主要製品。筍瓶詰め和洋中の3

種、筍スルメ2種、筍ジャムの詰め合わせです。

きじ肉〈ジビエ〉1kg

は、高麗雉と言う品種。安全な工サを食べて育った、

サイズの大きな雉です。

＄さと応援冬
ゞ ぉ礼の品 透

鵬
木津川市ふるさと

応援基金サイト

ご紹介している品は 一 部です。

詳しくは、WEBサイトをご覧ください。

ブル ーベリー 摘み取り体験(2名）
1キロx2名分のお土産付き

〈期間限定〉山城町神童子の自然豊かな土地で栽培

されたブルー ベリーの摘み取りを2名様で体験でき

ます。1キロX2名分のお土産付き。

＼ 
臨醤
とれたてヒノヒカリ(10kg)

15回送ります！！！

京都府の最南端、木津川市の土地の特徴である寒

暖差を利用し、できるだけ化学肥料に頼らずに作

られたおいしいお米です。

ディナー ベア券（ドリンクベアリング込み）

寄附額 150,000円

京都府と奈良県の県境にあたる緑豊かな郊外、木

津川市の完全予約制のイタリアンレストラン『リス

トランテナカモト』のペアディナーチケット。

木のお椀：拭き漆仕上げ
汁椀小丼具だくさんスー プ大容量500ml

シチュ ー や丼にも使える汁椀。ウレタン塗装の肌触

りが苦手な方、毎日のことだから、ちょっといい器を

食パン深Shin

計5個

寄附額 10,000円

木津｝1|市にあるクロ ーバー 牧場の特別牛乳と高級

オリーブオイルキヨエだけで仕込みました。水と砂

糖を使わず、特別牛乳の甘さ をヒマラヤのピンク

ソルトが引き出しています。

-HITTITE-
マガジンラックLong

寄附額 100,000円

細身のデザインなので、シンプルなお部屋のさリげ

ないアクセントに。飾りたいものによって、お好みで

バーの位置を調整することが可能。枠にとらわれず、

お気に入リの品を飾ってください。



木津川市ふるさと応援基金の活用事例

済祥メヽらへ寄｝吋含す
こ"')�')(�i走も中でい手す甘

考え、練り合い、萬め合う『学びの力』の

育成に活用しました。

木津小学校では、木津川市特色ある学校づくり推進事業の一 環で 「考え、練り合

い、高め合う「学びの力」の育成」をテ ー マにICT等を活用した言語活動の充実によ

る「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指した研究に取り組んでおり、先進校視

察やICT機器等の購入に寄附金を活用させていただいています。

本校では生活科・理科を中心にICT等を効果的に活用し、個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けて取り組んできました。

ICT等を活用した対話的な学習活動を児童が学ぶ方法の一つとして位置付け、これからも児童の「生きる力」の育成を目指していきます。

木津川市立木津小学校

ゑ吋Fへ寸ボーtが
＇

とりを、い
手召ゞ＇ ＜り（てう riが

＇

り手す｛｛

ヽゎ9が
4叫…が｀―え

木津川市のファンを大募集！！
木津川市は、土地、人、もの、たくさん の魅力にあふれるまちです。木津川市が発行する

「絆人Kizu na-Bito」では、毎号木津川市の魅力的な人たち ‘‘ 絆人 ’'を紹介していきます。

絆人の紡ぐスト ー リ ー に関心を持ち、木津川市に興味が沸いたら、

ぜひ木津川市のサポ ータ ー になってください。そして木津川市へお越しください。

わたしたちが受け継いだ、大切な多くの宝物を後世に伝えていくために、皆さまの応援が必要です。

,..,, 

木津川市へのふるさと応援基金に関するお申し込み、お問い合わせは

木津川市ふるさと納税
WEBサイト
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1現在の場所にエ房を移して5年目。ふたりで相談し
ながら制作する。2·3感覚で 「好きだな」と思う生地
を選ぶと、コットンやリネンになることが多いそう。

4. 「もち手がひとつの四角いカバン」（上）の下にあ

るサコッシュもふるさと納税の返礼品。

「好き」がベース

自然体の夫婦が作る

オリジナル雑貨

曜
大
工
で
し
た
ね」

と
笑
う。

て
作
っ
た
の
が
最
初
で
す。

は
じ
ま
り
は
日

か
け
を
た
ず
ね
る
と、
「
妻
の
要
望
を
聞
い

喜
裕
さ
ん
に
家
具
を
作
り
は
じ
め
た
き
っ

ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に
出
店
し
て
い
る。

手
が
け
た
り
す
る
ほ
か、

年
に
10
回
ほ
ど
ク

わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
を
デ
ザ
イ
ン
か
ら

は
布
小
物
を
制
作
し
た
り、

オ
ー
ダ
ー
に
合

coyotE noa 
（コヨ ー テノア）

なかのよしひろ な お

中野喜裕さん ． 奈緒さん

ん
は
革
小
物
や
木
製
家
具
を、

奈
緒
さ
ん

「
C
o
y
o
t
E
n
o
a」

を
構
え
る
中
野

↓
喜
裕
さ
ん
・

奈
緒
さ
ん
ご
夫
婦。

喜
裕
さ

用

し

た

当

尾
の

郷

会

館
に、

工

房

木
津
川
市
加
茂
町
に
あ
る、

廃
校
を
利

は
じ
ま
り
は
日

曜
大
工




